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レポーター会議から 

★
温
め
直
し
や
そ
の
都
度
の
片
付
け
。
時
差
の
あ
る

食
事
に
ぐ
ち
を
こ
ぼ
し
が
ち
。
で
も
考
え
方
次
第
で

楽
し
く
な
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
今
夜
あ
た
り
、
遅

い
帰
宅
の
息
子
に
「
一
杯
い
か
が
？
」
と
梅
酒
で
も

す
す
め
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
　
　
　
（
尾
花
雅
子
） 

★
小
さ
い
頃
、
歴
史
と
古
都
め
ぐ
り
が
好
き
だ
っ
た

父
に
家
族
は
よ
く
付
き
合
わ
さ
れ
た
。
見
覚
え
あ
る

建
造
物
を
目
に
す
る
と
、
な
つ
か
し
く
嬉
し
い
気
持

ち
に
な
る
。
歴
史
が
得
意
科
目
に
な
ら
な
か
っ
た
の

は
残
念
だ
け
れ
ど
。
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
和
子
） 

★
家
で
の
昼
食
は
た
い
が
い
残
り
物
整
理
。
で
も
家

族
の
口
に
合
わ
ず
作
れ
な
い
レ
シ
ピ
を
自
分
の
た
め

に
作
る
と
、
気
分
転
換
に
な
る
。
大
根
サ
ラ
ダ
と
イ

カ
ス
ミ
パ
ス
タ
、
辛
い
カ
レ
ー
が
お
気
に
入
り
。
食

欲
の
秋
は
怖
い
け
ど
…
…
。
　
　
　
（
藤
井
美
里
） 

★
今
は
生
意
気
盛
り
の
娘
だ
が
、
初
め
て
ど
ろ
ん
こ

ま
み
れ
に
な
っ
た
と
き
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
山
あ
り
谷
あ
り
の
親
業
だ
け
ど
、
あ
の

輝
き
が
毎
日
の
支
え
。
こ
れ
か
ら
も
強
く
元
気
に
た

く
ま
し
く
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
星
　
詩
子
） 

★
誰
が
ご
は
ん
を
つ
く
る
の
か
論
じ
る
前
に
「
家
族
」

で
食
卓
に
向
き
合
え
る
幸
せ
を
か
み
し
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
が
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

幸
せ
が
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
も
と
に
届
き
ま

す
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
　
治
美
）

レポーター 岩崎多恵子・曽我部一美 

 藤間みゆき・馳　令子 

 福井貴美子・保坂敏子 

 松田 理恵 ・渡辺 美樹  

  

取材・編集　 森　治美（編集長） 

　　　　　　 尾花雅子・加藤和子 

 藤井美里・星　詩子 

☆ 他にもたくさんのアンケート協力員、 

　 編集協力員に支えていただいています。 

デザイン　　 小井戸厚子 

イラスト 本田　倫 

印　　刷　 社会福祉法人 東京コロニー 
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7月13日（木）10:00～12:00　市役所第606会議室にて 

本書は「父親としての幸せ」を存分に味わって「父
親するのって楽しいよね」と思えるようになってと
願って書かれています。 
月一回のペースで開かれる「親父の会」は、みな
それぞれ我が子に何らかの問題が生じ、それを解決
するために、自分自身が何をしたらいいかを考える
ようになったお父さんたちの話し合いの会です。 
その中で、黙って見守ることの大切さ、静かに待
っているだけでいい……という結論は「生きること
を楽しめる心持ち」にさせて自信につながる、と語
っています。 

●新米パパに読ませたい　ふたりでする子育て 
小川 雄二 著　　芽ばえ社

今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中から 

情　報 

取　材 

●武蔵野市子育てSOS支援センター　（レポーター体験記　曽我部一美さん） 

●「台所」発「基本と寄り道」経由「元気」行き 山本ふみこさん 
 （レポーター体験記　保坂 敏子さん） 

●耳の痛い話も、ちょっとは聞いてごらん　 高橋英一さん 

子育て再考「もう一度、手をつないで」 

金盛 浦子 著　　碧天社 

武蔵野市境2-10-27 武蔵境市政センター2階　TEL・FAX 0422（37）3410 
E-mail mhnc@tokyo.email.ne.jp　URL http://www.clipcraft.or.jp/m_hnc 

●子どものからだ　食べもの・栄養 

レポーター会議風景 

男女共同参画推進団体活動補助金交付対象事業の紹介　市民活動センター男女共同参画担当　 

かなもり 

・地域で遊ぶことで、子どもがいろいろな人とかかわる
ことができてよかったと思う。 

・子どもが約束をしないでいきなり遊びに行って注意さ
れたことがある。自分が子どもの頃との違いを感じる。 

・「いい子」に育ってほしい。でも「いい子」って？ 

・「夫婦再生講座」というものがあることに驚いた。 

・話を聞いてもらうだけで気持ちが軽くなるような気がする。
欧米にあるようなカウンセリングではなく講座としている
のが日本的だと思う。 

・現実はそれほど変わってはいないが、以前は当たり前だっ
たことに女性が疑問を持つようになったのではないか。 

・買ったものばかり食べていると、心も体も落ち着かない。 

・親の好き嫌いが子どもに伝わっていく。 

・旬のものを食べる大切さを子どもにはわかってほしい。 

・子どもの頃になじんだ味はずっと心に残るのでは……。 

2004　

子どもたちを取り巻く環境、なかでも食
にかんすることはもっとも重要な分野です。
子ども時代の食のありかたが、その人の健
康や寿命を決定づけることを考えたとき、
食べもののこと、栄養のことを、その仕組
みから学ぶ必要があるのではないか……と
書かれたのが本書です。 
これは、毎日子どもたちのために、保育

園や施設や学校で給食を作っている方、アレルギー
の子どものために一生懸命なお母さん、これから離
乳食に取り組もうとしているお母さんたちのための
「小児栄養」の本です。まだ新しい分野の学問領域
ですが、これからもっと重要になっていくでしょう。 

ほ ん 

・祖母になって想う、子育てに大切なこと　岩崎多恵子さん 

・早期教育中間報告　福井貴美子さん　・絵本タイムで「愛情確認」　松田理恵さん 
寄　稿 

次号57号のテーマは、「道、これから（仮）」 
新しい一歩を踏み出すのに、遅いということはありません。
予測のつかない社会の中で、新しい自分に向かって前向きな
努力を続けている、そんな人たちの生の声を紹介します。 



            

セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
？

セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
？  

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？ 

市
で
は
子
育
て
家
庭
支
援
の
た
め
、
関

係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
相
談
を
受
け
て
対
応

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
知
識
や
情
報
を
集

約
し
、
中
核
と
な
る
セ
ン
タ
ー
が
必
要
と

さ
れ
た
こ
と
が
背
景
で
す
。 

セ
ン
タ
ー
は
市
役
所
３
階
の
子
ど
も
家

庭
課
内
に
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
保
健
医
療
施
設
・

小
中
学
校
な
ど
教
育
機
関
・
乳
幼
児
機
関

や
民
間
子
育
て
機
関
、
状
況
に
応
じ
て
都

の
児
童
相
談
所
や
警
察
関
係
等
も
か
か
わ

る
、
と
い
う
形
で
す
（
図
参
照
）
。 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で
子
育
て
家
庭
へ

最
適
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
結
果
と
し
て

児
童
虐
待
の
防
止
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
、
関
係
機
関
と
セ
ン
タ
ー
が
常
に
連
携

し
て
い
ま
す
。 

 

相
談
は
多
い
の
で
す
か
？

相
談
は
多
い
の
で
す
か
？ 

４
月
の
相
談
延
べ
件
数
は
145
件
、
７
月

は
260
件
、
８
月
は
304
件
で
し
た
。
一
つ
の

相
談
で
何
度
も
連
絡
し
合
い
、
と
き
に
は

児
童
相
談
所
と
や
り
取
り
し
、
き
ょ
う
だ

い
の
年
齢
に
よ
っ
て
保
育
園
・
学
校
等
の

各
機
関
と
も
話
し
ま
す
。
緊
急
で
な
く
と

も
、
先
々
の
た
め
学
童
保
育
や
一
時
保
育

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
の
照
会
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
が
ど
ろ
ん
こ
で

遊
べ
る
公
園
は
？
」
「
水
ぼ
う
そ
う
の
潜

伏
期
に
外
出
し
て
も
大
丈
夫
？
」
な
ど
、

気
軽
に
問
合
せ
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
相
談
で
も
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密

を
厳
守
し
ま
す
。 

ま
た
夏
休
み
前
に
市
立
小
中
学
生
全
員

へ
、
困
っ
た
と
き
相
談
で
き
る
よ
う
、
市

の
人
権
擁
護
委
員
や
教
育
委
員
会
と
共
同

で
カ
ー
ド
を
作
成
し
配
り
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
の
無
料
通
話
番
号
や
、
教
育
相
談
所
、

人
権
擁
護
委
員
の
連
絡
先
番
号
を
入
れ
て

あ
り
ま
す
。
匿
名
で
も
、
途
中
で
切
っ
て

も
、
保
護
者
か
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

　 

ス
タ
ッ
フ
の
構
成
は
？

ス
タ
ッ
フ
の
構
成
は
？ 

女
性
５
名
・
男
性
２
名
で
す
。
遊
び
・

発
育
に
つ
い
て
や
、
非
行
・
ひ
き
こ
も
り
・

生
活
問
題
全
般
に
か
ん
し
て
、
相
談
経
験

豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
連
携
機
関
の
臨
床
心

理
士
や
保
健
師
・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士

等
か
ら
も
、
助
言
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 子
育
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は
？

子
育
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は
？ 

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
宿
泊
を
伴
う
短
期

間
の
保
育
に
は
、
児
童
相
談
所
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
児
童
相
談
所
の
利

用
が
急
増
し
、
満
員
に
な
る
こ
と
も
多
く

な
っ
た
り
、
緊
急
事
態
と
さ
れ
て
通
学
で

き
な
い
な
ど
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

日
常
生
活
に
近
い
条
件
で
す
ご
せ
る
よ
う
、

市
内
で
の
対
応
を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
子
育
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
施
設

か
ら
通
学
が
で
き
、
交
通
費
な
ど
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
送
迎
協
力
も
依
頼
で
き
ま
す
。
幼
児
は

施
設
内
の
園
内
保
育
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

保
護
者
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
、
取

る
も
の
も
取
り
あ
え
ず
子
ど
も
の
保
護
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
手
続
き
は
あ

と
で
も
い
い
か
ら
ま
ず
は
受
け
入
れ
を
、

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 今
後
の
活
動
へ
の
抱
負
は
？

今
後
の
活
動
へ
の
抱
負
は
？ 

相
談
を
待
つ
ば
か
り
で
な
く
、
親
子
が

集
う
場
に
出
向
い
て
親
ど
う
し
の
架
け
橋

と
な
り
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
緊
張

せ
ず
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

い
わ
ば
出
前
支
援
で
す
ね
。
相
談
先
に
迷

い
、
周
囲
か
ら
孤
立
し
て
苦
悩
す
る
お
母

さ
ん
た
ち
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
ら
れ
れ

ば
…
…
。 

そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
各

機
関
・
団
体
の
現
場
実
務
担
当
者
と
事
例

検
討
や
研
修
会
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
学
校
で
い
え
ば
担
任
や
生
活
指

導
の
先
生
で
す
ね
。
子
ど
も
と
直
に
接
す

る
プ
ロ
の
目
で
何
か
を
感
じ
取
っ
た
ら
職

場
で
話
し
合
い
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
も

お
願
い
し
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
夫
婦
や
家
族
関
係
に
つ
い
て
悩

み
を
持
つ
家
庭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
と
限
定
せ

ず
幅
広
く
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
地
域

の
皆
で
子
育
て
の
力
を
再
生
し
よ
う
と
い

う
思
い
で
す
。
セ
ン
タ
ー
も
家
庭
も
、
と

も
に
育
ち
合
っ
て
い
け
る
と
嬉
し
い
で
す

ね
。
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
　
藤
井
美
里
） 

 

56号　子育て再考 56号　子育て再考 3 2

スタッフ全員で。前列中央が吉川さ
ん「主人公は制度やスタッフでなく、
家族と子ども。私たちは寄り添って
一緒に考えます」 

　　子どもたちを取り巻く環境は、さまざまな問題を抱えています。 

もっと早く、もっと便利に、が求められる世の中ですが、私たちは、　

　どこまでそれを必要としているのでしょうか。 

●子育てSOS支援センター●

今年2月に「武蔵野市児童虐待の防止及び子育て家庭への支援に関する条例」

が施行され、子育て全般の相談窓口として、子育てSOS支援センターが誕生しま

した。来所や電話、希望に応じ家庭訪問で相談を受けます。 

宿泊型の一時保育（子育てショートステイ）の提供をし、緊急時の子育てを支

援します。都の児童相談所等と連携して児童虐待の早期発見と予防も行い、総合

的な子育て支援ネットワークを構築しています。 

吉川良子センター長を訪ね、お話を聞きました。 

まなこレポーター　曽我部一美 安心してどんどん利用しよう 
かずみ 

取材に行く前は、新しい子育て機関
という漠然としたイメージしか持って
いませんでした。お話を伺ううちに、

子育てにかんしてのさまざまな相談にの
ったり、ネットワークの協力で相談者の
質問を解決に導いていく機関だとわかり
ましたが、それとともに、組織としては
充実していても、現実に子育てが多様化
していく中で、利用者の気持ちをどれだ
け汲んでくれるかが少し不安ではありま
した。 
けれどお話を進めていくうち、吉川さ

んが「私たちの願いは子どもたちが安全
で安心な場所で育ってほしいということ。

その思いが後々の世代にもずっとつなが
っていってほしい」とおっしゃいました。
それこそ、子どもを温かく見守る社会に
大切な気持ちだと感じました。子育て中
の母親にとって心に響き、社会の一員と
しては肝に銘じておくべき言葉だと思い
ました。　 
堅苦しいところではなく、親身になっ

て悩みや相談をきいてくれるところとし
て、たくさんの方々に利用してほしいと
思います。 

▼
宿
泊
型
一
時
保
育
（
子
育
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

で
は
、
市
内
の
養
護
施
設
で
子
ど
も
の
世
話
を

す
る
。
詳
細
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
参
照
。 

▼
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
（
季
刊
予
定
）
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
で
利
用
条
件
を
確
認
で
き
る
。
学
童
保
育
所
・

幼
稚
園
・
保
育
園
世
帯
に
配
付
し
て
あ
る
ほ
か
、

０
１
２
３
・
市
政
セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
・
小
児
科
待
合
室
等
に
置
い
て
あ
る
。 

来所と訪問 月～金の8時半～17時

電話相談  月～土の8時半～22時 

日・祝・年末年始は休所 

今 

子 どもたちにとってほんとうに大切なものをさがしに、いっしょに歩き
始めてみませんか。たとえその歩みが遅くても、もう一度、手をつないで。 

よしこ 

TEL 0422（55）9002 

 0120（83）9002 

FAX 0422（51）9417 

医療機関 
保健センター 
保健所 

教育相談所 

福祉事務所 

児童相談所 

警察 
少年センター等 

子育て支援施設
NPO等 

民生児童委員 

幼稚園 
小中学校 

児童館 
保育所 
学童クラブ 

子育てS0S 
支援センター 

武蔵野市子育てSOS支援センター 

市役所3階子ども家庭課内 

もう一度、手をつないで 



56号　子育て再考 56号　子育て再考 5 4

紙芝居は、第１・３金曜日、午前11時から。 

緑町パークタウン内の広場・Ｂ7ラウンジに、

お子さん連れで気軽に寄ってみて。 

「おおのでん」と書かれた黄色のエプロンが

目印です。 

『
食
卓
の
力
』 
（
晶
文
社
） 

『
わ
た
し
の
献
立
帖
』 
（
大
和
書
房
） 

『
子
ど
も
と
食
べ
る
毎
日
の
ご
は
ん
』 

 

（
岩
崎
書
店
） 

ほ
か 

エッセイスト。編集者。でも、いち

ばん好きなのは主婦業かな、と笑う。 高橋英一さん　吉祥寺北町 

正式名称「地域福祉活動推進協議会」 
住民同士による支え合い「共助」を
目的とした団体。市内13地域で特色
ある活動をしている。 
※「大野田福祉の会」は、大野田小学校
の学区内で活動。 

まなこレポーター　保坂敏子 ゆとりとこだわりで豊かな食卓 

山本ふみこさん　八幡町 

祖母になって想う、子育てに大切なこと 

まなこレポーター　岩崎多恵子（文） 
ペイントした石がカップ麺のふたの押

さえに。「石も秘宝よ」と山本さん（右） 

初めての取材同行に緊張していた私を

迎えてくれたのは山本さんの笑顔でした。

ざっくばらんなお話は母、主婦としての

私にも共感できることが多く親しい友人

との会話のようでした。日頃から人との

つながりを大切にしている様子が伺えま

した。 

「たまにはインチキ、手抜きもありでい

いんじゃないかなあ」 

食に対する大らかさは、マニュアルど

おりになりがちな私にちょっと立ち止ま

って周りを見るゆとりを持つことを気付

かせてくれました。また、夏バテ防止の

ためにも毎年梅シロップを作るなどこだ

わりもたくさん持ち、食生活での力のさ

じ加減が参考になりました。 

食卓が豊かになれば子どもたちの心も

豊かに育つ。これを原点に「疲れない食育」

を目指していこうと思いました。 

耳の痛い話も、 
ちょっとは聞いてごらん 

家
業
の
運
送
業
を
引
退
後
、
※
「
大
野
田
福

祉
の
会
」
の
会
長
を
務
め
る
高
橋
英
一
さ
ん

は
、
同
会
の
仲
間
た
ち
と
、
緑
町
パ
ー
ク
タ

ウ
ン
内
で
入
園
前
の
子
ど
も
と
母
親
た
ち
に

紙
芝
居
を
見
せ
る
会
を
開
い
て
い
る
。
「
孤

独
に
な
り
が
ち
な
新
米
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の

交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
す
」
家

も
娘
ば
か
り
だ
か
ら
と
目
を
細
め
る
高
橋
さ

ん
、
最
近
の
子
育
て
事
情
や
昔
の
子
育
て
の

知
恵
、
武
蔵
野
に
つ
た
わ
る
伝
統
行
事
の
こ

と
な
ど
、
若
い
世
代
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
と

の
会
話
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。 

生
ま
れ
は
昭
和
４
年
。
今
も
住
む
北
町
の

生
家
は
、
戦
前
、
沢
庵
の
製
造
を
生
業
と
し

て
い
た
。
酒
樽
に
漬
け
込
ま
れ
た
沢
庵
は
ト

ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
、
横
浜
の
港
か
ら
満
州
へ

と
渡
っ
て
行
っ
た
。
漬
け
込
み
に
当
た
る
職

人
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
た
ち
。
そ
の
中
に

は
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
人
も
い
た
。
ま
た
、

所
沢
辺
り
か
ら
は
、
作
丁
と
呼
ば
れ
る
、
高

等
小
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
少
年
た
ち

が
働
き
に
来
て
い
た
。
朝
晩
の
食
事
は
、
家

長
で
あ
る
父
親
を
除
き
家
族
も
住
み
込
み
の

人
た
ち
も
皆
で
い
っ
し
ょ
に
土
間
の
食
卓
を

囲
ん
だ
。
「
特
に
言
葉
を
交
わ
さ
な
く
て
も
、

と
も
に
食
事
を
す
る
こ
と
で
自
然
と
見
え
て

く
る
も
の
も
あ
る
。
今
日
は
誰
が
体
調
が
悪

い
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
悩
ん
で
い
る
か
と
か

ね
」 そ

ん
な
子
ど
も
時
代
の
体
験
が
、
若
い
親

た
ち
へ
の
「
ち
ょ
っ
と
一
言
」
に
つ
な
が
る
。 

「
ち
ゃ
ん
と
、
ご
は
ん
は
つ
く
っ
て
あ
げ

な
さ
い
。
そ
し
て
、
出
来
る
限
り
い
っ
し
ょ

に
食
卓
に
つ
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」 

「
皆
、
ま
た
そ
の
話
っ
て
言
う
顔
す
る
け

ど
ね
。
10
年
続
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
10
年
は
、

親
も
子
も
心
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」 

人
間
関
係
が
日
増
し
に
希
薄
に
な
っ
て
い

る
今
、
「
福
祉
の
会
」
で
は
「
ご
近
所
づ
き

あ
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」
を
推
進
し
始
め

て
い
る
。
「
ま
ず
、
親
が
率
先
し
て
挨
拶
の

声
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
大
人
の
姿

勢
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
き
っ
と
学
ぶ
は
ず

だ
か
ら
」
高
橋
さ
ん
は
、
優
し
い
眼
に
力
を

こ
め
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
森
　
治
美
） 

楽
し
い
語
り
口
の
エ
ッ
セ
イ
が
話
題
の

山
本
ふ
み
こ
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
た
。 

い
た
だ
い

た
名
刺
を
見
て
、

あ
、
と
思
う
。

二
女
の
Ｋ
さ

ん
が
二
歳
の

と
き
に
描
い

た
「
お
か
あ

さ
ん
の
顔
」
が
刷
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

台
所
に
は
三
姉
妹
と
友
だ
ち
が
作
っ
た
と
い

う
い
び
つ
な
形
の
月
見
団
子
が
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
想
い
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
顔
を
の
ぞ

か
せ
る
。 

台
所
の
責
任
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
20
年
。

時
代
の
変
化
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
食

卓
も
変
わ
っ
て
き
た
。
台
所
仕
事
の
手
際
が

よ
く
な
っ
て
き
た
反
面
、
力
ん
で
疲
れ
も
で

て
く
る
。
そ
ん
な
と
き
は
深
呼
吸
―
―
台
所

を
き
ら
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
新
鮮
な
気

持
ち
が
よ
み
が
え
る
よ
う
に
。 

週
末
に
は
家
族
５
人
で
食
卓
を
囲
む
が
、

平
日
は
帰
宅
時
刻
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
大
学

生
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
前
に
軽
い
食
事
。

小
学
生
が
遊
び
か
ら
帰
っ
て
夕
食
。
そ
の
の

ち
、
部
活
動
を
終
え
て
帰
宅
の
高
校
生
。
そ

し
て
、
夫
。
そ
の
都
度
そ
れ
ぞ
れ
と
向
か
い

合
う
。 

「
ま
る
で
飲
み
屋
の
女
将
で
す
」 

一
人
ず
つ
と
向
き
合
う
と
お
も
し
ろ
い
こ

と
も
あ
る
、
発
見
も
あ
る
。 

時
間
や
お
金
を
か
け
な
く
て
も
豊
か
な
食

生
活
は
送
れ
る
。
蓋
付
き
の
お
椀
に
ポ
タ
ー

ジ
ュ
。
寒
い
季
節
の
「
や
み
な
べ
」
ご
っ
こ
。

お
稲
荷
さ
ん
の
中
に
赤
飯
。
釜
飯
の
釜
に
グ

ラ
タ
ン
。
器
を
変
え
る
だ
け
で
も
食
卓
の
楽

し
み
は
広
が
る
。
人
を
お
ど
ろ
か
す
こ
と
が

好
き
な
の
だ
、
と
山
本
さ
ん
。 

基
本
は
「
ご
は
ん
、
お
み
お
つ
け
、
野
菜
、

魚
と
き
ど
き
肉
」
基
本
は
毎
日
。
た
ま
に
寄

り
道
。
な
る
ほ
ど
、
食
生
活
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
考
え
方
、
胃
袋
に
合
っ
て
い
れ
ば

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

「
食
卓
を
通
じ
て
励
ま
し
た
り
で
き
る
こ

と
を
思
え
ば
、
忙
し
い
こ
と
が
重
な
っ
て
も
、

く
た
び
れ
て
い
て
も
せ
っ
せ
と
ご
は
ん
を
作

り
ま
す
。
家
族
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
自

分
の
よ
り
ど
こ
ろ
な
ん
で
す
」 

山
本
さ
ん
の
家
の
元
気
な
食
卓
に
是
非
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
尾
花
雅
子
） 

 

山本さんの著書 

　「
台所
」「基本と寄り道」「元気」

発 
経由 

行き 

「この指ぞうさん♪♪」小さ

な動物や人形を指にさし、体を動

かして歌っている１歳過ぎの赤ち

ゃんとおかあさんの笑顔。赤ちゃ

んには、親との行動が全てお手本

になるようです。真っ白な子ども

の心に色づけするのは、親の慈しみの心だと思います。 

子どもの成長にそって同じ目線に合わせて接するよう

心を配り、少しの時間でいいから全神経をたっぷりと子

どものために使ってあげてください。一緒に楽しむこと

が子どもの心に充分な満足感を与え、これこそが親子の

信頼関係をしっかり築くのだと思います。家族一緒の食

事、父親との入浴、音楽や絵画などに親しみ、本物に触

れる時間を共有する中から、子どもは自分の可能性を発

見し、好奇心を旺盛に夢をふくらませていくことでしょ

う。また親と一緒に時間をかけて得た経験と自信は、突

然の出来事にあってもクリアできる土台になるでしょう。 

祖母になった今、孫の成長を余裕を持って見守ること

ができ、幸せです。親は目前の結果をすぐに子どもに求

めがちですが、人生を長距離ランナーに見てあげたいも

のですね。 

福祉の会 

さ
く
で
い 

ふ
た 

寄稿 

ひでかず 
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ま
な
こ
56 
号
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

市民活動センター　男女共同参画担当では 
TEL 0422（60）1869   FAX 0422（51）5638　URL  http://www.city.musashino.tokyo.jp/   

『
ま
な
こ
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
レ
ポ
ー
タ
ー
（
毎
年
３
月
に

募
集
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
員
に
お
願
い
し
て
い
ま
す 

早期教育中間報告 　 まなこレポーター　福井貴美子（文） 

■15年度男女共同参画推進団体活動 
　補助金交付対象事業の紹介 
これは男女共同参画推進団体が男女共同参画社会の実

現に向けて行った研修・調査・研究等の活動に対し、経

費の一部を補助することによる、活動の活性化と市の施

策の推進を目的としています。（①団体名 ②内容） 

＊①カウンセリング講座むさしの 

②パネルディスカッションとバズ・セッション｢生活の中

に生かすカウンセリング｣ 

＊①介護保険むさしの市民の会 

②調査・研究及び｢市民介護保険利用ハンドブック｣作成 

＊①武蔵野ブラショフ女性問題研究会 

②講演会｢女性問題シンポジウム－ルーマニアの女性｣ 

＊①むさしのスカーレット 

②講演会｢現代の子ども｣ 

＊①ブラックライトシアターひらけ黒ごま 

②環境問題をテーマとしたブラックライト劇の上演 

＊①合唱団｢わかば｣ 

②10周年記念演奏会 

＊①生活クラブ・グループ創 

②講演会｢女性のための中年学－第２の思春期をどう過ご

しますか？｣ 

＊①らっこの会 

②講演会｢知ることから始めよう、我が子の心とからだを

育むために｣ 

＊①武蔵野ｋｉｄｓ 

②親子の交流・育児について考える 

＊①Ｙu・ゆう 

②講演会「知ることから始めよう、我が子の心とからだを

育むためにPart２」 

補助金の交付は、１団体、各年度1回､上限5万円です。

申請団体が多数の際は、交付されない場合もあります。

手続きは市民活動センターへお問合せください。 
 

 
■ 男女共同参画セミナーのお知らせ 
日時：11月19日（金）午後２時～４時 

場所：むさしのヒューマン・ネットワークセンター会議室 

講師：野坂祐子氏 

　　（武蔵野大学心理臨床センター研究員・臨床心理士） 

内容：男女共同参画に係わる相談の現状と問題点など 

定員：25名 

 

 
■ このマークをご存知ですか？ 

これは内閣府男女共同参画局で制定した｢女

性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク｣

です。 

夫・パートナーからの暴力､性犯罪､売買春､

セクシュアル・ハラスメント、ストーカー

行為等、女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害

するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で

克服しなければならない重要な課題です。 

毎年11月12日から11月25日（女性に対する暴力撤廃

国際日）までの２週間｢女性に対する暴力をなくす運動｣

が実施されます。 

 

絵本タイムで「愛情確認」　まなこレポーター　松田理恵（文） 

15年前。乳幼児期に脳細胞を刺激して脳内のキャパシティを増やす「早

期教育」に傾倒。受験対策の一環にもなると思い込み娘をあちこち連れま

わした。バイオリン、ピアノ、体操、プール、そろばん、バレエ、おえかき、

英語、スペイン語、その他さまざまな英才教室など。おかげで小学校まで

は常にトップクラス。 

しかし中学2年から成績は急降下した。「理解力はあっても『わかる』

と『できる』は違う。理解を成績に反映させるなら練習量が必要です」先

生からの衝撃宣告だった。娘に与えてきた早期教育にはじっくりゆっくり

考える習慣や苦しくても頑張る訓練はなかったのかもしれない。 

娘はこの春高校生になった。どんな夢でも実現に向け努力を継続して欲

しい。そしてそれが娘の笑顔につながることを心から祈っている。 

もうすぐ４歳になる息子に、生後数か月の頃から絵本の読み聞かせをしています。

そのおかげか、彼は無類の本好きになり、隙あらば、「これ読んでぇ」と絵本を持

ってくるようになりました。 

絵本の中の世界にトリップし、わくわくどきどきできることも、理由の一つと考え

られますが、それだけでなく、両親の「愛情確認」できることが、絵本タイムの大

きな魅力のようです。 

仕事で帰宅が遅い夫に、息子は朝「これ読んでぇ」とアタック。一冊目の最終ペー

ジにかかると、次の絵本を用意するという技をもって「まだあります～」としかけ、

その数、多いときに10冊以上。「パパもこーんなに絵本を読んでくれるんだよ～」と

ご満悦なのです。 

そのひとときが、知識だけでなく、愛情をも豊かにしていることを目の当たりにし

ている今、「あとでね」という一言は、影をひそめています。 

 

現
在
の
早
期
教
育
ブ
ー
ム
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？ 

Ｑ
・
親
に
目
的
や
信
念
が
は
っ
き
り
あ
れ
ば
よ
い
。 

・
教
育
と
考
え
る
よ
り
遊
び
の
延
長
と
考
え
る
べ
き
。
過
度

の
期
待
は
禁
物
。 

・
何
か
を
学
ん
だ
り
精
進
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
経
験
は
、

必
ず
良
い
結
果
を
生
む
と
思
う
。
た
だ
し
、
子
ど
も
の
負

担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
あ
る
よ
う
に
。 

・
大
人
の
自
己
満
足
。
自
分
で
考
え
る
力
や
想
像
力
は
育
た
な

い
と
思
う
。 

・
子
ど
も
に
は
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
（
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
、

泣
い
た
り
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ
た
り
）
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。 

・
早
期
教
育
を
ス
ク
ー
ル
や
人
任
せ
に
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

が
ひ
っ
か
か
る
。 

・
外
国
語
を
早
く
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
前
に
、
ま
ず
日
本
語

を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
大
切
。 

 

賛成  

こ
れ
だ
け
は
早
く
か
ら
教
え
た
い
、
自
分
が
早
く

か
ら
身
に
つ
け
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
。 

・
英
語
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽 

・
挨
拶
を
す
る
こ
と
。
「
あ
り
が
と
う
」
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
言
う
こ
と
。 

・
季
節
に
合
わ
せ
た
外
遊
び
の
工
夫
、
方
法
を
考
え
て
過
ご
し

た
の
は
よ
か
っ
た
。 

食
生
活
の
中
で
こ
れ
だ
け
は
守
り
た
い
、
つ
た
え

て
お
き
た
い
な
ど
と
思
う
こ
と
は
？ 

・
楽
し
く
食
べ
る
。 

・
旬
の
物
・
お
祝
い
事
や
季
節
の
行
事
食
・
日
本
食
の
よ
さ 

・
食
べ
る
こ
と
へ
の
感
謝 

・
な
る
べ
く
手
づ
く
り
・
安
全
な
食
品 

・
食
事
の
マ
ナ
ー
（
お
箸
の
持
ち
方
・
「
い
た
だ
き
ま
す
・

ご
ち
そ
う
さ
ま
」
等
） 

・
朝
食
は
必
ず
と
る
。 

子
ど
も
た
ち
が
悩
ん
で
い
る
と
き
、
親
と
し
て
、

大
人
と
し
て
何
を
す
る
こ
と
が
大
切
？ 

・
見
守
る
（
「
助
け
て
」
の
シ
グ
ナ
ル
は
見
落
と
さ
な
い
よ
う

に
） 

・
子
ど
も
の
話
を
聞
き
、
そ
の
気
持
ち
に
添
っ
て
あ
げ
る
。
子

ど
も
時
代
の
失
敗
談
を
話
す
と
子
ど
も
は
安
心
す
る
。 

・
子
ど
も
が
安
心
し
て
い
ら
れ
る
居
場
所
づ
く
り 

・
常
に
親
は｢

い
つ
で
も
あ
な
た
の
味
方｣｢

ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
あ
な
た
を
守
る｣

と
い
う
態
度
を
示
す
こ
と
が
大
切
。 

・
親
だ
け
で
な
く
相
談
で
き
る
人
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
高
校

の
入
学
式
で
教
頭
先
生
が｢

こ
の
学
校
の
中
で
、
ど
の
先
生

で
も
い
い
、
相
談
で
き
る
人
を
見
つ
け
な
さ
い｣

と
言
わ
れ

た
。
息
子
は
国
語
の
先
生
に
何
で
も
相
談
し
、
悩
み
を
の
り

き
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

・
自
分
が
く
じ
け
そ
う
な
と
き
支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
の
は
、

大
人
で
は
な
く
同
年
代
の
友
人
だ
っ
た
。 

・
悩
み
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ま
わ
り
の
大
人
ど
う
し
が
連
絡

を
取
り
合
い
状
況
を
共
通
理
解
し
、
子
ど
も
の
意
志
を
大
切

に
し
な
が
ら
も
、
手
助
け
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

反対  ＱＱＱ

寄稿 子育て期 あ れ こ れ 

？ ？ 
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レポーター会議から 

★
温
め
直
し
や
そ
の
都
度
の
片
付
け
。
時
差
の
あ
る

食
事
に
ぐ
ち
を
こ
ぼ
し
が
ち
。
で
も
考
え
方
次
第
で

楽
し
く
な
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
今
夜
あ
た
り
、
遅

い
帰
宅
の
息
子
に
「
一
杯
い
か
が
？
」
と
梅
酒
で
も

す
す
め
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
　
　
　
（
尾
花
雅
子
） 

★
小
さ
い
頃
、
歴
史
と
古
都
め
ぐ
り
が
好
き
だ
っ
た

父
に
家
族
は
よ
く
付
き
合
わ
さ
れ
た
。
見
覚
え
あ
る

建
造
物
を
目
に
す
る
と
、
な
つ
か
し
く
嬉
し
い
気
持

ち
に
な
る
。
歴
史
が
得
意
科
目
に
な
ら
な
か
っ
た
の

は
残
念
だ
け
れ
ど
。
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
和
子
） 

★
家
で
の
昼
食
は
た
い
が
い
残
り
物
整
理
。
で
も
家

族
の
口
に
合
わ
ず
作
れ
な
い
レ
シ
ピ
を
自
分
の
た
め

に
作
る
と
、
気
分
転
換
に
な
る
。
大
根
サ
ラ
ダ
と
イ

カ
ス
ミ
パ
ス
タ
、
辛
い
カ
レ
ー
が
お
気
に
入
り
。
食

欲
の
秋
は
怖
い
け
ど
…
…
。
　
　
　
（
藤
井
美
里
） 

★
今
は
生
意
気
盛
り
の
娘
だ
が
、
初
め
て
ど
ろ
ん
こ

ま
み
れ
に
な
っ
た
と
き
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
山
あ
り
谷
あ
り
の
親
業
だ
け
ど
、
あ
の

輝
き
が
毎
日
の
支
え
。
こ
れ
か
ら
も
強
く
元
気
に
た

く
ま
し
く
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
星
　
詩
子
） 

★
誰
が
ご
は
ん
を
つ
く
る
の
か
論
じ
る
前
に
「
家
族
」

で
食
卓
に
向
き
合
え
る
幸
せ
を
か
み
し
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
が
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

幸
せ
が
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
も
と
に
届
き
ま

す
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
　
治
美
）

レポーター 岩崎多恵子・曽我部一美 

 藤間みゆき・馳　令子 

 福井貴美子・保坂敏子 

 松田 理恵 ・渡辺 美樹  

  

取材・編集　 森　治美（編集長） 

　　　　　　 尾花雅子・加藤和子 

 藤井美里・星　詩子 

☆ 他にもたくさんのアンケート協力員、 

　 編集協力員に支えていただいています。 

デザイン　　 小井戸厚子 

イラスト 本田　倫 

印　　刷　 社会福祉法人 東京コロニー 
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7月13日（木）10:00～12:00　市役所第606会議室にて 

本書は「父親としての幸せ」を存分に味わって「父
親するのって楽しいよね」と思えるようになってと
願って書かれています。 
月一回のペースで開かれる「親父の会」は、みな
それぞれ我が子に何らかの問題が生じ、それを解決
するために、自分自身が何をしたらいいかを考える
ようになったお父さんたちの話し合いの会です。 
その中で、黙って見守ることの大切さ、静かに待
っているだけでいい……という結論は「生きること
を楽しめる心持ち」にさせて自信につながる、と語
っています。 

●新米パパに読ませたい　ふたりでする子育て 
小川 雄二 著　　芽ばえ社

今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中から 

情　報 

取　材 

●武蔵野市子育てSOS支援センター　（レポーター体験記　曽我部一美さん） 

●「台所」発「基本と寄り道」経由「元気」行き 山本ふみこさん 
 （レポーター体験記　保坂 敏子さん） 

●耳の痛い話も、ちょっとは聞いてごらん　 高橋英一さん 

子育て再考「もう一度、手をつないで」 

金盛 浦子 著　　碧天社 

武蔵野市境2-10-27 武蔵境市政センター2階　TEL・FAX 0422（37）3410 
E-mail mhnc@tokyo.email.ne.jp　URL http://www.clipcraft.or.jp/m_hnc 

●子どものからだ　食べもの・栄養 

レポーター会議風景 

男女共同参画推進団体活動補助金交付対象事業の紹介　市民活動センター男女共同参画担当　 

かなもり 

・地域で遊ぶことで、子どもがいろいろな人とかかわる
ことができてよかったと思う。 

・子どもが約束をしないでいきなり遊びに行って注意さ
れたことがある。自分が子どもの頃との違いを感じる。 

・「いい子」に育ってほしい。でも「いい子」って？ 

・「夫婦再生講座」というものがあることに驚いた。 

・話を聞いてもらうだけで気持ちが軽くなるような気がする。
欧米にあるようなカウンセリングではなく講座としている
のが日本的だと思う。 

・現実はそれほど変わってはいないが、以前は当たり前だっ
たことに女性が疑問を持つようになったのではないか。 

・買ったものばかり食べていると、心も体も落ち着かない。 

・親の好き嫌いが子どもに伝わっていく。 

・旬のものを食べる大切さを子どもにはわかってほしい。 

・子どもの頃になじんだ味はずっと心に残るのでは……。 

2004　

子どもたちを取り巻く環境、なかでも食
にかんすることはもっとも重要な分野です。
子ども時代の食のありかたが、その人の健
康や寿命を決定づけることを考えたとき、
食べもののこと、栄養のことを、その仕組
みから学ぶ必要があるのではないか……と
書かれたのが本書です。 
これは、毎日子どもたちのために、保育

園や施設や学校で給食を作っている方、アレルギー
の子どものために一生懸命なお母さん、これから離
乳食に取り組もうとしているお母さんたちのための
「小児栄養」の本です。まだ新しい分野の学問領域
ですが、これからもっと重要になっていくでしょう。 

ほ ん 

・祖母になって想う、子育てに大切なこと　岩崎多恵子さん 

・早期教育中間報告　福井貴美子さん　・絵本タイムで「愛情確認」　松田理恵さん 
寄　稿 

次号57号のテーマは、「道、これから（仮）」 
新しい一歩を踏み出すのに、遅いということはありません。
予測のつかない社会の中で、新しい自分に向かって前向きな
努力を続けている、そんな人たちの生の声を紹介します。 




